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一方, Yamada-Kuramoto3)は (1)から y-0近傍でWの amplitudeを消去して得
られた effectiveな式
∂
a-to- y▽20-▽ 40十 (▽0)2, (2)
を simulate L, i/>0および LJく0で解はそれぞれ規則的,不規則的な解が安定に存
在することを兄い出した｡更に彼等は =定常な不規則状態"で ㌔ (βのフーリエ成分 )
の分散 IOkL2 (平均は時間について )が小さな kの領域で k~2に比例することを見つ
けた｡これは発達 した流体乱流の Kolmogolovspectrum に対応するものである｡
我々は一次元モデルで彼等の結果を理論的に考察 した40)(2)の解は レ<0 で非常に
複雑に運動するのでこの運動を初期時刻に確率的にsetされた "揺 ぎ"とみなして議論
した｡ 用いた近似は流体乱流におけるKraichnanのdirectinteraction近似と本質的に同
じものである｡更にここではマルコフ近似を用いた｡ これ らの式 は, くりこまれた
dampingratenkと分散 xkに関する Self-consistentな式になっているo E…1//何3
とおくと, k≪ E-1 でrk- E-4(kE)?,xk-E-3(kf)-2,k≫ E11で 花 -E~4
(kE)4,xk-f-3(kE)3exp(-A･kE)なる解析的な結果を得たok≫ E-1に対す
る xkEま通常の乱流理論に従 うとexp(-B･(kf)4)となるO しかしながら,Yamada-
:Kuramotoの未発表のデータを解析するとexp(-B･(kf)4)では殆んどあわず,むし
ろ上に述べた結果に非常によくあう｡ 更にAの値 もsimulationの結果 とD.i.Aにもとづ
く我々の数値計算の結果は数パーセントの誤差で一致することがわかった｡
我々は k≫ Ell,k≪ E~l の極限では非常にいい結果を得たが,k～ f-1 では





























些 -〔(管 )-Eg∑ (1-ism,m′)･xm,L2〕x｡
2 M
dt m′=1
･ 与 (1+ i-a)(m′.Em"=m)X-′X-〟 (1)
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